
市民立太陽光発電所 『れんこちゃん 1号』 10周年記念事業～市民活動交流カフェ 2019 

 

２００９年７月５日、市民の力で、ちがさき市民活動サポートセンターの屋根の上に７．７７kＷの 

太陽光発電設備｢れんこちゃん１号｣が設置されました。 一般家庭２軒分のクリーンな電気を生み 

出すこの発電所、設置工事費の８５％はグリーン電力基金(地域協働プロジェクト)からの助成、残り 

15％は市民・団体・企業等からの寄付でまかなわれました。 持続可能な社会にしたいと願う、２００名を超える市民の想い

がいっぱい詰まった市民立発電所の誕生から１０年。これまでの歩みをふりかえるとともに再生可能なエネルギーの茅産

茅消をめざして私たちができることは何かについて考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019.7.6(土) 
10:00～12:00 
@ちがさき市民活動サポートセンター 

■ 講演 「これからの太陽光発電～リユースリサイクル市場～」 

講師：木下暁子氏（ネクストエナジー・アンド・リソース株式会社 事業推進室 担当課長） 

■  トークセッション 「市民だからできたこと！ 

そして、これから私ができること」 

登壇者：上野ひろみ氏（NPO法人ちがさき自然エネルギーネットワーク 代表理事） 

益永律子氏（認定特定非営利活動法人 NPOサポートちがさき 代表理事） 

共催：NPO 法人ちがさき自然エネルギーネットワーク 

認定特定非営利活動法人 NPOサポートちがさき 
（ちがさき市民活動サポートセンター指定管理者） 

    

市民がつくる、持続可能な 

未来のエネルギー 

お申込み・お問合せ：  

ちがさき市民活動サポートセンター（茅ヶ崎市茅ヶ崎 3-2-7） 

TEL/FAX：0467-88-7546 

E-mail：s-center@pluto.plala.or.jp 

※手話通訳・要約筆記・託児をご希望の方は 

6/21(金)までにお申し込みください。 

 

参 加 無 料  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019/7/6（土） 市民立太陽光発電所 『れんこちゃん 1号』 10周年記念事業 

お 名 前
ふ り が な

 

 

 

所  属 
□市民活動団体（                    ） 

□個人 

住 所 □茅ヶ崎市内（町名まで）                   □市外 

TEL/FAX  メール  

ご質問など  

□手話通訳  □要約筆記  □託児(6ヶ月～3歳/先着 5名)  ※ご希望の方は、6月 21日(金)までにお申込みください 

＃サポセンエコ月間 ＃れんこちゃんまつり

7～9月、市民のみなさんと一緒に身近なエコについて 

考える様々なお楽しみイベントを実施します。 

・７/27(土) 旗づくりワークショップ 

（洋服などのリサイクル材料を使ったアート制作） 

・8/25（日） ソーラークッキング   

・9/8(日) エコバスツアー など 

☆詳細は、サポセン HPでチェック‼ 

 

市民が作った「太陽光発電所」 

私たちは、1999 年 3 月より活動

を始め、2012年 10月、NPO法人

ちがさき自然エネルギーネットワー

クとなりました。20年間活動する中

で、市民立太陽光発電所を 3か所設

置することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▽▽お申込はコチラ。電話・FAX・メール・HP申込フォームにて（下記QRコードからも OK！）▽▽ 

イメージキャラクター  

れんこちゃん 

公共施設に設置した太陽光発電所が生み出すお金や環

境価値を、次の「市民立発電所」設置につなげていくとい

う仕組みづくりは他の自治体にはないものです。 

茅ヶ崎市をはじめ、応援してくださった市民・事業者の皆

様のご協力、そして、ちがさき市民活動サポートセンター

(サポセン)の指定管理者である、認定特定非営利活動法

人 NPOサポートちがさきのご理解・ご協力が大きな力と

なっています。 

市民が育てる「節電所」 

2010 年 6 月にはサポセン館内の蛍光灯 32 か所にキ

ャノピースイッチを設置しました。設置費用は約 4 万円。

利用者、スタッフの「使わない照明は消す！」という行動

が、発電所が生み出す電気以上の節電を続けています。

立派な「節電所」です。 

そして市民が作る「蓄電所」 

発電所から生み出されたお金で、災害時に電気が使え

る、蓄電設備の設置を計画しています。設置後は昼間使い

きれない電気を夜間に使用することができ、サポセンの

電気はますますグリーンな電気となります。降り注ぐ太陽

の恵みをいかして、茅ヶ崎で産まれた電気を茅ヶ崎で消

費する、エネルギーの「茅産茅消」をこれからも目指してい

きます。 

 

 

 

持続可能な社会への「想い」  

想いのこもったお金を集めて太陽光発電所をサポセ

ンに設置。運営も市民が担って、地球温暖化防止にむ

けた持続可能な仕組みをつくり、次は蓄電設備を計

画。NPO 法人ちがさき自然エネルギーネットワークの

果敢な挑戦は、降り注ぐ太陽のように日々輝きを増し

ています。 

「もちより文化」でエコにチャレンジ 

一人では解決が難しい問題も、「なんとかしたい！」

をつなげると大きな力になります。市民が運営する公

共施設の使命は、これならできる、やりたいから参加

する「もちより文化」を育むことにあります。 

猛暑が予想される今こそ、持続可能なエネルギーの

未来と私にできることを考えてみませんか。 

サポセンは、これからも、新たな環境価値を生み出す

チャレンジや社会実験を応援します。 

 
認定特定非営利活動法人 

NPOサポートちがさき  

代表理事 益永律子 

 

 

 

【個人情報について】 ちがさき市民活動サポートセンター事業に関する連絡にのみ利用いたします。 

NPO法人ちがさき自然エネルギーネットワーク 

（ちがさき REN）     代表理事 上野ひろみ  

 

 

 

▶▶お申込・お問合せ：ちがさき市民活動サポートセンター 

ＴＥＬ/FAX ０４６７-８８-７５４６ Email s-center@pluto.plala.or.jp 


